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 ８月７日（金）、新潟まつり大民謡流しに、にいこく有志の職員１３名で参加しました。 
 連日最高気温３０度を超える真夏日が続き、当日もとても暑い日でした。私たちは、万代町通会場で「萬代橋を愛する会」
のみなさんと一緒に踊りました。 
 この会場では、６月に一緒に萬代橋をみがいた万代長嶺小学校のみなさんも、大きなかけ声とともに元気に踊っていまし
た。 
 私たちの中には、新潟市以外の出身者も多く、最初はぎこちなく踊っていましたが、徐々に慣れた感じで踊れました。 
 
 今後も新潟のイベントに積極的に参加していきたいと思います。 

新潟まつり大民謡流しで地域の方々と一緒に踊りました。 

 

萬代橋を愛する会のみなさんとにいこく有志 
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踊っている様子 

 
 

新潟まつり「おまつり広場」内で「道路ふれあいコーナー」を 開設しました。  

 毎年８月は、道路を常に広く、美しく、安全に利用する気運を高めることを

目的として、国土交通省が実施している「道路ふれあい月間」です。 
 この一環として、新潟市中央区万代１丁目の新潟まつり「おまつり広場」内

において「道路ふれあいコーナー」を８月８日（土）、９日（日）の二日間にわた

り開設いたしました。 
 当日は、連日の猛暑の中での開催で参加される方の出足や熱中症等も心

配されましたが、夏休み中の土日ということもあり、小中学生や小さいお子様

の親子連れなど、昨年以上のたくさんの方が会場に来られ、元気に真夏の

昼のイベントを楽しんでおられました。 
 特に、過去の豪雨を体験できる降雨体験装置、道路パトロールカーの展

示・試乗、小型除雪車の展示・試乗は昨年を大きく上回る方が体験され記念

撮影などを楽しまれていました。 
 
 

にいこくの職員も楽しく踊りました 

萬代橋を愛する会のみなさん 
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関連ＵＲＬ：記者発表資料 
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/150805dourofureai.pdf 

パネルを見ながらクイズの答えを考える親子 

小型除雪車の展示・試乗を体験する親子 
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 国土交通省では、毎年８月を「道路ふれあい月間」と定め、道路愛護活動の推進及び道路の正しい利用の啓発を図るた
めに、全国的に各種の運動を展開しています。 
 ８月２６日（水）に新潟国道事務所で、長年にわたり道路愛護の活動や快適な道路環境の確保などに取り組み、その功
績が特に顕著であった団体等の表彰を行いました。 
 今年度は、「大形地区青少年育成協議会」・「上関子供会」・「大通西萌えぎの会」の３団体が（公社）日本道路協会長表
彰、「(株)新潟ビルサービス」・「学校町通環境整備同盟会」・「本間電機工業（株）」・「日産プリンス新潟販売(株)三条店」・
「北陸建設振興会議 NPO研究委員会」の５団体が北陸地方整備局長表彰、「萬代橋ファン倶楽部」・「新潟日産自動車
（株）県庁前店」・「白根大通病院」・「セブン-イレブン白根大通黄金店」の４団体が新潟国道事務所長表彰を受賞されまし
た。 
 表彰式に引き続き懇談会を行い、受賞の喜びの声や活動にあたってご苦労を忍ばせる話をいただきました。受賞者から
は「表彰をいただき嬉しい。これを励みに、今後も一生懸命活動していきたい。」などの意見が出されました。 

「道路愛護団体表彰式」を行いました。  
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実験コーナーの様子 

 ８月２２日（土）に新潟市のシンボルである萬代橋は８６才を祝う萬代橋誕生祭が開催されました。誕生祭は萬代橋の歴
史的な価値や役割を、楽しみながら再確認してもらおうと開催するもので、１３回目となる今回は、今年５月に完成した万代
テラス（萬代橋下流右岸の広場）をメイン会場に盛大なお祝いをしました。 
 当事務所ブースにおいて、初代萬代橋（明治１９年竣工）から現在の三代目萬代橋（昭和４年竣工）に至る歴史を紹介す
るパネルや萬代橋模型の展示、アーチの仕組みを紹介する実験コーナーを開設しました。 
 実験コーナーでは、小学生のお子様達が台形のブロックを積んで作ったアーチの上に乗って、その強さに驚いていました。
他にも萬代橋の歴史パネルを見ていた方々は、昔を懐かしんだり、萬代橋の歴史を知ろうとよく見ていました。 
 初代萬代橋ができた頃は「よろずよばし」と呼ばれていました。「よろずよ」には、「いつまでも橋が続き、新潟の町が発展
するように。」との願いが込められていたようです。その名の通り、萬代橋はいつまでも新潟の発展ととともに、ありつづけ
ていくことでしょう。 
 また、当事務所の広報室に８６周年を祝う寄せ書きパネルを展示しています。よろしければ見に来てください。 

萬代橋誕生祭に萬代橋の歴史パネルの展示をしました！ 

関連ＵＲＬ：記者発表資料 
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/150820bandaibashitanjyousai.pdf 

誕生祭の様子 
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関連ＵＲＬ：記者発表資料  http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/140806dourofureai.pdf 

寄せ書きパネル 

各団体の活動概要  http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/info/niikokuopenspace/photo/150826hyousyou.pdf 

表彰された団体の方々① 表彰された団体の方々② 懇談会の様子 



関連ＵＲＬ：記者発表資料 
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/150724tainaiSICjyunbikai.pdf 
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 ７月２９日（水）に第１回胎内スマートインターチェンジ準備会を開催しました。 
 胎内スマートインターチェンジ（仮称）は胎内市が日本海沿岸東北自動車道の中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ間で計画を進めて
きたところですが、平成２７年６月に国として必要性が確認できる箇所として選定されたことから、国が調査を実施する準
備段階調査を実施することとしております。 
 準備・検討を計画的かつ効率的に進めるため、国・新潟県・胎内市・東日本高速道路株式会社で構成される「スマートイ
ンターチェンジ準備会」を全国で初めて開催しました。 
 準備会では、胎内市からスマートインターチェンジ計画地の概要説明や周辺立地企業２社からスマートインターチェンジ
整備により期待される効果などの意見発表がありました。 
 今後は、次のステップとなる地区協議会の開催に向け費用対効果や構造などの検討を進めていきます。 
 
 ■議題 
  （１）胎内スマートＩＣ準備会の設立趣意について 
  （２）胎内スマートＩＣ計画地の周辺概要について 
  （３）最近の話題（ストック効果）について 
  （４）意見発表 (株)新潟ジャムコ、(株)クラレ新潟事業所 
 
 ■配付資料 
  資料① スマートインターチェンジ準備段階調査 
                       http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/info/niikokuopenspace/photo/150729_1.pdf 
  資料② 計画地の周辺概要 
                       http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/info/niikokuopenspace/photo/150729_2.pdf 
  資料③ 最近の話題（ストック効果） 
                       http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/info/niikokuopenspace/photo/150729_3.pdf 

第１回胎内スマートインターチェンジ準備会を開催しました。  

胎内市長の挨拶 
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(株)新潟ジャムコの意見発表 
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